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 桜
さくら

が散
ち

り、鯉
こい

のぼりが空
そら

に泳
およ

ぎ、グランドには、

ハカやダンスの練 習
れんしゅう

の声
こえ

が響
ひび

く季節
き せ つ

です。 

コロナ感染
かんせん

防止
ぼ う し

のため制限
せいげん

がかかってはいます

が、子
こ

どもたちは、一
ひと

つずつ今年
こ と し

を歩
あゆ

んでいます。 

このひと月
つき

、 に取
と

り組
く

んでいる
せ い と

かいほ ん ぶやくいん

諸君
しょくん

と正門
せいもん

に立
た

っています。彼
かれ

らが言
い

うには「曜日
よ う び

によって、みんなのあいさつの返
かえ

しが

違
ちが

う」とのこと。月曜日
げつようび

は「おはようございます！」

という声
こえ

かけに「おはようございます」と声
こえ

にして

返
かえ

してくれる人
ひと

が多
おお

いのだとか。

そんな中
なか

で、元気
げ ん き

な一年生
いちねんせい

や親
した

しい同級生
どうきゅうせい

の

「おはようございます返
かえ

し」はうれしいようです。 

この赤羽根
あ か ば ね

中学 校
ちゅうがっこう

の各教室
かくきょうしつ

には

のSTEP
すてっぷ

表
ひょう

というものが

掲示
け い じ

してあります。誰
だれ

かのあいさつを「あたたかな

聴
き

き方」で受
う

け止
と

める人
ひと

がひとりでも増
ふ

えてくれる

とうれしいと思
おも

っています。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

それぞれご都合
つ ご う

の

あるなか、お時間
じ か ん

を作
つく

っていただきありがとうござ

いました。 

お話
はな

しいただいた話題
わ だ い

の中
なか

で

というご家庭
か て い

の声
こえ

が一年生
いちねんせい

担任
たんにん

からこちら

にも届
とど

いています。 

 

ガイドラインに基
もと

づいて、

今後
こ ん ご

、各部
か く ぶ

ごとに活動
かつどう

の様子
よ う す

などを参観
さんかん

し

ていただける場面
ば め ん

を作
つく

りたいと 考
かんが

えていますが、

活動
かつどう

方針
ほうしん

などで確認
かくにん

しておきたいことや伝
つた

えてお

きたいことがありましたら、顧問
こ も ん

にお問
と

い合
あ

わせく

ださい。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 部活動
ぶかつどう

といえば、裏面
り め ん

に大会
たいかい

結果
け っ か

を掲載
けいさい

していま

すが、 が 行
おこな

われています。顧
こ

問
もん

も休 日
きゅうじつ

を含
ふく

めて引率
いんそつ

・指導
し ど う

・大会
たいかい

運営
うんえい

と、子
こ

ど

もたちが大切
たいせつ

な経験
けいけん

を重
かさ

ねていく時間
じ か ん

を伴走
ばんそう

して

くれています。 

この大型
おおがた

連 休 中
れんきゅうちゅう

にも大会
たいかい

がある部
ぶ

があります

が、「勝
か

った・負
ま

けた」だけを価値
か ち

判断
はんだん

の基準
きじゅん

にす

ることなく「 」た

めの大会
たいかい

参加
さ ん か

であってほしいと思
おも

っています。 

 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 この五月
ご が つ

には、 が予定
よ て い

されています。開催
かいさい

にあたっては、今年度
こんねんど

も 入 場
にゅうじょう

人数
にんずう

やプログラム

内容
ないよう

、開催
かいさい

時間
じ か ん

等
とう

の制約
せいやく

がかかります。特
とく

に、
ち い き たの かたがた もう

わけ こんねんど にゅうじょう えんりょ

かいさい

中学 生
ちゅうがくせい

にとってそ

の年々
としどし

に経験
けいけん

する行事
ぎょうじ

は、このWith
ういず

コロナの時代
じ だ い

に

はとても貴重
きちょう

な時間
じ か ん

です。お天気
て ん き

に恵
めぐ

まれ、無事
ぶ じ

に

行
おこな

えるよう願
ねが

いながら当
とう

日
じつ

まで応援
おうえん

していただ

ければ 幸
さいわ

いです。
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※継続中の大会は、次号でお伝えします。 

 

令和４年４月９日（土）

第１回戦 ● １－５ 対 藤ヶ岡中学校 

 

令和４年４月９日（土）、１０日（日） 

第１回戦 ○ ２－１ 対寒川東中学校 

第２回戦 ● ２－３ 対鶴嶺中学校 

令和４年４月２３日（土） 

第２回戦 ● ０－１ 対高倉中学校 

 

令和４年４月１０日（日） 

令和４年４月１６日（土） 

予選リーグ ○ ３－０ 対第一中学校 

○ ２－１ 対鶴嶺中学校 

決勝トーナメント 

● １－２ 対旭が丘中学校  

順位決定戦 

○ ２－１ 対円蔵中学校 

● １－２ 対鶴嶺中学校 

令和４年４月１０日（日） 

 令和４年４月１７日（日） 

予選リーグ ４位 

● １－２ 対円蔵中 

● １－２ 対旭が丘中 

決勝トーナメント  

第１回戦 ● ０－２ 対鶴が台中学校 

令和４年４月１６日（土）男子の部 

１７日（日）女子の部 

 

令和４年４月１７日（土） 

● ３８－７５ 対第一中学校 

 

令和４年４月２４日（土） 

○ ３７－３１ 対梅田中学校 
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昨年度から大きく動き出した GIGA スクール構想。中学校の各授業では、一人一台のタブ
レットが積極的に使われています。理科の授業で実験手順を写真スライドにして、子ども
がいつでも見返し確認できるようにする工夫がされていたり、Web 検索での用語調べや情
報の収集・整理、アプリを使って課題の提示や考えの共有をしたりと、子どもたちも場面
に応じて活用しています。昭和の中学生だった私の受けた授業とはずいぶん変わりました。 

とはいえ、ICT 機器は「道具」で、それ使うのは私たち。効果的に使うための知識とスキ
ルの習得と、そして適切に使うためのモラルの醸成は欠くことができないと感じています。 

この４月に、子どもたち向けに各学級で外部から講師を招いて「情報モラル教室」を行
いました。先日、１年生の技術分野の授業でも、インターネット上での情報（特に、個人
情報や肖像権、著作権にかかわる情報）を扱ううえでの「常識」について学習していまし
た。 

令和４年度は、デジタル教科書の試験的な運用や家庭へのタブレットの持ち帰りが動き
出します。ご家庭で持たせている端末の扱い方も含めて、上手に、適切に、そして安全に
活用できているか、ときおり話題にしていただけるとありがたいです。 
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